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広島市における有害大気汚染物質(1,2-ジクロロエタン)の挙動 
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平成9年より有害大気汚染物質モニタリングを継続実施している。その中で，

1,2-ジクロロエタンが特異的に高く観測される事例が発生し，これを機に，1,2-

ジクロロエタンの挙動を把握し，高濃度事例の背景を探るために解析を行った。 

1,2-ジクロロエタンの大気中濃度は，市外の発生源の影響を受け，その移流・

拡散により，市内全域で広く均一化しているものと推察され，全国平均濃度レベ

ルである。近年，変動はあるものの全体的に増加傾向にある。 

平成23年度の年平均濃度は0.16～0.17μg/m3であり，過去，毎月の濃度変動の

中で，まれに0.3μg/m3超のレベルで観測されているが，平成24年5月に観測され

た約1.0μg/m3は過去最高濃度であり，極めて特殊な事例であった。この事例は，

大陸からの移流による煙霧等の特異な状況下で観測されたものと推察される。 

広島市においての1,2-ジクロロエタンは，①市内に発生源がなく近傍の発生源

の直接影響を受けないこと，②市内全域がほぼ均一濃度であること，③その分解

速度が遅いことなどから，その濃度変動を的確に把握することにより，市外の発

生源やその移流・越境汚染などの広域的な状況変化を捉え，特異な状況を探知す

る指標となりうるものと考えられる。 

 

キーワード：有害大気汚染物質，1,2-ジクロロエタン，揮発性有機化合物(VOC) 

 

は じ め に 

有害大気汚染物質は，大気汚染防止法に基づく

常時監視が行われており，広島市でも平成 9 年よ

り，1,2-ジクロロエタンを含め優先取組物質につ

いて，モニタリングを継続実施している。 

環境基準や指針値は，毎年度，年平均濃度をも

って評価するが，毎月の各測定値は，調査日や地

点の状況などにより様々に変化する。その変動の

大きさや地点による濃度差などの状況や挙動は各

対象物質によって異なり，高濃度事例などを評価

する際にも，各物質の状況や挙動を把握しておく

ことは重要である。 

平成 24 年 5 月に，前年度の年平均濃度の 5 倍以

上の濃度で 1,2-ジクロロエタンが観測された。通

常広島市では，全国平均レベルでその濃度は高く

はなく，この値は異常値であるのか否か，再サン

プリングの必要性の判断を迫られることとなった。

この事例を機に，1,2-ジクロロエタンに注目し， 

広島市における 1,2-ジクロロエタンの挙動把握

に努め，若干の知見が得られたので報告する。 

 

方 法 

1   調査期間と調査地点 

(1) 調査期間 

 平成 13 年 4 月～平成 25 年 3 月の調査結果をも

とに解析を行った。 

(2) 調査地点 

調査地点の位置を図 1 に示す。 

①～④は定点モニタリング地点である。⑤南原

は，北部山間地域に位置し，近隣に工業地域･幹線

道路がないことから，バックグラウンドの試行地

点として，平成 24 年 8 月より調査を開始した。 

2   調査対象物質と調査方法 

(1) 調査対象物質 

1,2-ジクロロエタン(優先取組物質) 

PRTR 対象物質でもあり，主にクロロエチレン

(塩化ビニルモノマー)の原料に使われる物質であ

る。環境中への排出は，ほぼ 100％が PRTR 届出事

業所からの大気への排出である 1)。 

*1：現 環境局業務部業務第二課 

*2：現 環境局施設部施設課  *3：退職 
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図 1 調査地点 

 

(2) 調査方法 

測定方法は，「有害大気汚染物質測定方法マニュ

アル 2),3)」に準拠し，大気中のベンゼン等揮発性

有機化合物(VOCs)の測定方法(容器採取-ガスクロ

マトグラフ質量分析法)によった。 

 

結 果 と 考 察 

1   1,2-ジクロロエタンの挙動 

(1) 平成 24 年度調査結果 

各地点別に，各月の濃度を図 2 に示す。 

5 月に，モニタリング開始以降での過去最高濃

度である安佐南 0.90μg/m3，井口 1.1μg/m3，楠

那 1.0μg/m3 を観測した。なお，比治山は，採取

容器キャニスターの不具合による再測定となり，

安佐南など 3 地点とは，調査日が異なる。 

0.0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1.0 

1.2 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

μg/㎥

安佐南

井口

比治山

楠那

南原

 
図 2 平成 24 年度調査結果 

5 月の高濃度時も含め，全地点で変動傾向が類

似し，その濃度も，5 月，7 月は若干地点差がある

ものの，南原を含め同レベルである。(5 月の比治

山を除く。) 

なお，各地点の年平均濃度は，0.14～0.23μg/m3

であり，指針値(1.6μg/m3)は達成しており，濃度

レベルも低い。 

(2) 経年変化 

各地点の年平均濃度の経年変化を図 3 に示す。 

全国平均濃度を併記した。既報 4)で平成 22 年度ま

での結果を報告したが，その後の継続調査結果を

含めて，改めて取りまとめた。 

全地点で変動傾向が類似し，その濃度も同レベ

ルである。(H24 年度の比治山を除く。) 

平成 24 年度は，5 月の過去最高濃度の影響を受

け，安佐南，井口，楠那では，前年度と比較して

かなり上昇した。 

平成 20 年度以降は，ほぼ全国平均濃度レベルで

推移し，全体的に増加傾向にある。全国的にも増

加傾向が見られる。 

1,2-ジクロロエタンを除く有害大気汚染物質

(VOCs)は，様々な削減対策の効果が表れ，近年す

べて減少傾向を示している 4)が，その中で増加傾

向を示していることは特徴的である。 
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図 3 経年変化 

 

(3) 月別変化 

平成13～24年度の12年間の調査結果について，

地点ごとに月別の平均濃度を算出し，その月別変

化を図 4 に示す。 

全地点で変動傾向が類似し，その濃度も同レベ

ルである。(5 月の比治山を除く。) 

5～7 月の濃度が高い傾向にあるが，5 月は，平

成 24 年度の高濃度事例の結果が大きく影響して

いるものと思われる。 

 調査地点名 住所 地域分類

① 安佐南区役所(以下「安佐南」という)安佐南区 一般環境

② 井口小学校(〃「井口」〃) 西区 一般環境

③ 比治山測定局(〃「比治山」〃) 南区 沿道 

④ 楠那中学校(〃「楠那」〃) 南区 発生源周辺

⑤ 南原峡(〃「南原」〃) 安佐北区 - 
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図 4 月別変化 

 

(4) 地点間の相関 

(1)～(3)に見られるように，1,2-ジクロロエタ

ンは，全地点で，あらゆる変動傾向が極めて類似

し，その濃度もほぼ同じである。地点間の濃度差

がないことは，1,2-ジクロロエタンの特徴的な点

である。他の有害大気汚染物質(VOCs)では，地点

間で変動傾向が大きく異なっていたり，同様の変

動傾向を示しても濃度レベルに差があるなど，

1,2-ジクロロエタンとは違った傾向が見られる 4)。 

平成22～24年度の3年間の測定データの各地点

間の相関係数は表 1 のとおりである。相関係数は

すべての地点間で極めて高い。また，図 2 の平成

24 年度調査結果において，定点 4 地点の濃度は，

バックグラウンド的地点の南原の濃度にもほぼ一

致する。このことからも，市内全域が均一化され，

ほぼ同濃度となっているものと推察される。 

 

表 1 地点間の相関係数 

 安佐南 井口 比治山 楠那 

安佐南 1  

井口 0.976 1 

比治山 0.990 0.986 1

楠那 0.990 0.983 0.994 1

※H24.5 月のデータは除く 

 

(5) 発生源の推定 

発生源を把握するため，平成 23 年度 PRTR デー

タ 5),6)を検索した結果，市内に大気への排出届出

事業所はなかった。大気中の 1,2-ジクロロエタン

は，ほぼ 100％が届出事業所からの排出とされて

いる 1)ことから，市内に発生源はないものと思わ

れる。 

市内全域がほぼ同濃度であり，分解による半減

期が約1～2カ月と長く分解速度が遅い1)ことなど

から，近傍の影響ではなく，市外の発生源からの

移流・拡散により，その汚染が徐々に広域化して

いく中で，市内の濃度が均一となっているものと

推測できる。 

中国四国地方での大気への排出量 5)は表 2 の通

りである。広島県東部と山口県東部に比較的大き

な排出事業所があり，その影響が示唆される。 

市内の濃度は，広域の発生源からの排出量と，

排出された物質が市内に到達する間の地理的条件

や気象条件に支配され変動しているもの推察され

る。 

 

        表 2 各県別大気への排出量  単位:kg 
 広島県 山口県 岡山県 愛媛県 徳島県

排出量 16,000 25,240 476 4,300 730

※他県は届出なし 

 

(6) 気象状況 

 平成 22～24 年度の 3 年間について，調査時の風

向風速をまとめると，風速は，2.2～5.7m/s で，

平均風速は 3.5m/s であった。また，主風向の風配

図は図5のとおりであり，北北東が5割をしめた。

しかし，濃度と風向などの傾向を検討した結果，

特徴的な点は見られなかった。 

 定点地点の近傍に，濃度に直接影響を与える発

生源がないため，風向などの影響を受けにくかっ

たものと推察される。 
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図 5 主風向の風配図 

 

2   高濃度事例の検証 

 平成 24年 5月(調査日:8～9日)に発生した高濃

度事例について検証する。 

(1) 濃度分布 

平成13～24年度の12年間の調査結果について，

各地点各月の個別データの濃度分布を図 6 に，そ

の構成図を図 7 に示す。 

9 割以上が，0.3μg/m3 以下であり，0.5μg/m3

超は約 2％である。これらの結果からも，平成 24

年 5 月の安佐南，井口，楠那の濃度(0.90～ 1.1

μg/m3)は突出して高く，過去に例のない高濃度事

例であることがわかる。 
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図 6 濃度分布 
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図 7 濃度分布構成図 

 

(2) 気象状況 

調査時の平均風速は 2.2m/s であり，主風向は北

北東であった。5 月 8 日，午前中南～南南東風か

ら，午後夕刻にかけて南西風に変わり，翌 9 日に

かけて北北東の風に変わった。風配図を図 8 に示

す。過去の気象状況と比較して，風向風速には特

に大きな変化や特徴は見られなかった。 

調査日を含む 5 月 7～9 日にかけては，視界が霞

んだ状況が続き，その時の状況を気象庁は煙霧(乾

いた微粒子により視程が 10km 未満となっている

状態)と発表している 7)。 
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図 8 調査時(5/8～9)の風配図 

(3) 主要因の検証 

5 月 7～9 日は，煙霧の状況下，広島県を含む中

国四国地方及び九州北部において浮遊粒子状物質

(SPM)と微小粒子状物質(PM2.5)の高濃度現象が観

測されている 8),9)。広島市においても，この間全

域において，SPM と PM2.5 の濃度が共に 100μg/m3

前後まで上昇した高濃度現象が見られた。大気汚

染常時監視測定局のデータから，その期間の SPM

濃度と PM2.5 濃度を図 9，10 に示す。  

5月8日午前～9日午前にかけて調査を実施して

おり，その期間は，SPM，PM2.5 の二つ目の高濃度

ピーク時と一致している。 

日浦ら 9)は，この SPM 高濃度現象は，大気汚染

物質である硫黄酸化物を主要成分として大気中で

二次生成した硫酸アンモニウム粒子を主成分とす

る硫酸塩エアロゾルの増加が主な要因であり，そ

の起源は大陸からの移流によるものが大きいと考

えられるとしている。 

また，同調査時に測定した他の有害大気汚染物

質であるアルデヒド類や酸化エチレンの濃度も比

較的高く，ハイボリュームエアサンプラ採取によ

る粉じん濃度も全地点でかなりの高値を観測した。 
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図 9 SPM 濃度 
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図 10 PM2.5 濃度 
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平成 22～24 年度の 3 年間について，粉じん濃度

を図 11 に示す。粉じん濃度は，各月ごとに全地点

の平均濃度として示した。なお，各地点の 1,2-ジ

クロロエタン濃度も併記した。 

 平成 24 年 5 月には，粉じん濃度も突出して高く

なっていることがわかる。 

一方，別途実施している酸性雨調査では，平成

24 年 5 月に硫酸イオン，アンモニウムイオンおよ

び硝酸イオンが極めて高値で検出されており 10)，

日浦らの見解を裏付けている。 

調査日の 5 月 8～9 日は，SPM，PM2.5 および有

害大気汚染物質などの大気汚染常時監視項目の多

くで高値となるなど通常とはかなり違った状況に

あった。その背景としては，日浦ら 9)の報告にあ

るような大陸からの移流の影響が示唆され，今回

の 1,2-ジクロロエタンの高濃度事例も，こうした

特異な状況の下で観測されたものと考えられる。 

詳細のメカニズムは今後の課題であるが，①大

陸から高濃度の 1,2-ジクロロエタンが移流した

ことによる越境汚染の可能性，②市外の発生源で

排出された 1,2-ジクロロエタンが，大陸からの気

塊に乗り，拡散することなく高濃度のまま市内に

到達した可能性などが推察される。また，1,2-ジ

クロロエタン高濃度事例時に，SPM や PM2.5 およ

び粉じんなどの微粒子の濃度がいずれも高いこと

から，1,2-ジクロロエタンが微粒子に吸着しやす

いなど，1,2-ジクロロエタンと微粒子との間の何

らかの因果関係も可能性として示唆される。 
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図 11 粉じん濃度と 1,2-ジクロロエタン濃度 

 

ま と め 

有害大気汚染物質モニタリングを継続していく

中で，過去最高濃度の 1,2-ジクロロエタンが観測

され，それを機に広島市における 1,2-ジクロロエ

タンの挙動を把握するため検討を行った。 

1,2-ジクロロエタンは，他の有害大気汚染物質

(VOCs)が経年的に減少している中，増加傾向にあ

る。また，市内全域その濃度が均一化されている。

通常は，広域の発生源の影響を受け，その移流・

拡散により汚染が希釈され，均一濃度で市内に到

達しているものと考えられる。今回検証した高濃

度事例は，気塊に乗って発生源から高濃度のまま

市内に到達するなどの可能性が考えられ，大陸か

らの移流やその影響による煙霧などの特殊な状況

が生じたことにより，過去例のない特殊事例とな

ったものと推察できる。 

今回，1,2-ジクロロエタンの挙動を検討してい

く中で，①市内に発生源がないこと，②市内全域

がほぼ均一濃度であること，③分解速度が遅いこ

と，などの挙動を示すことから，大気中濃度を的

確に捉えることで，広域的な発生源の状況や移

流・越境汚染の影響などの状況変化を探知する物

質となるのではないかと考えられた。 

高濃度事例発生の詳細のメカニズムについては

今後の課題であるが，近県の測定結果などのデー

タを広く収集し，1,2-ジクロロエタンを含め，有

害大気汚染物質と SPM，PM2.5 などとの相関や大陸

からの移流・越境汚染との関係などの検討を進め

ていきたいと考えている。また，広域的な汚染が

考えられる中で，中国四国地方など近県での継続

的な同日サンプリングなどを実現できれば，更に

知見が得られるものと考えられる。 

今回のような高濃度事例を評価するに当たって，

各対象物質について，近傍の発生源の影響の有無，

地点による特徴など，その挙動を詳細に把握して

おくことは重要である。今後，日々の環境データ

の蓄積の中で，他の物質についても，その詳細な

挙動把握に努めていきたい。 
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